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１．企業の紹介 ① レゾナック・セラミック概要
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沿革

◼1933年 日本アルミナ工業所設立（アルミナ生産開始)
◼1939年 昭和電工㈱設立
◼1958年 水酸化アルミ市販開始
◼1985年 電解用アルミナ生産中止
◼2014年 バイヤー工程停止（9月）
◼2015年 昭和電工セラミックス㈱横浜工場設立（10月）
◼2018年 工場敷地再開発 （集約・撤去工事）
◼2020年 研究施設 共創の舞台建設開始 2022/6竣工
◼2023年 株式会社レゾナック・セラミックス横浜工場

横 浜 事 業 所 概 要

■ 事業所名
株式会社レゾナック・セラミックス横浜工場
株式会社レゾナック 横浜事業所

■ 所在地 〒221-8517 横浜市神奈川区恵比須町８番地

■ 創業 １９３３（昭和８）年

■ 主要製品 アルミナ

工場の概要

１．企業の紹介 ② 横浜工場について
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アルミナの可能性に挑み続ける

近年、エレクトロニクスを始めとする先端産業、より心地よい暮らしを実現する生活産業、その他幾多の分野に

アルミナの用途は多彩な広がりを見せています。横浜工場ではこれまで培ってきた豊富な経験と実績を活かし、

お客様のニーズに応えていきます。

１．企業の紹介 ② 横浜工場について

生産プロセス

高温熱処理技術

高温熱処理が可能なトンネルキル

ンで化学的、物理的反応を行うこ

とで粒子形状、結晶径をコント

ロールした多様なフィラーを製造で

きます

粉砕・分級技術

長年培ってきた粉砕・分級技術に

より、多様な粒径、分布を持つ

フィラーを製造することができ、最適

な粒度設計を可能とします

表面処理技術

フィラーの配合や各種樹脂に合わ

せた表面処理の技術により、樹脂

への充填性が高いフィラーを提供

できます
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レゾナックグループは、「安全は全てに優先する」を掲げ、グループに関係する全ての人

が出勤して仕事を始めたときと同じ状態で帰宅することが最も大切だと考えています。

規範－１

安全意識

私たちは、安全を最優先で行動します。

  (1) 自分が事故災害を発生させない、仲間も事故災害に遭わせないよう行動します。

   (2) 自らが事故災害ゼロは達成できるとの強い信念を持ち安全活動に積極的に参加します。

(3) Ｓ（安全･健康）＞＞Ｑ（品質）・Ｄ（納期）・Ｃ（コスト）を強く意識します。

規範－２

ルール遵守

私たちは、事故災害を未然に防止するために関係法令、ルールを遵守します。

(1) 作業手順等のルールや上司の指示を良く理解し遵守します。

   (2) 作業手順等の内容が分らないまま勝手な解釈をして作業・操作はしません。 

   (3) 作業手順等の内容に分からないところがあれば、分かるまで上司に確認します。

規範－３

作業での安全確保

私たちは、業務ごとに定められた手順に従い、安全な作業を実施します。

   (1) 「安全行動１０則」（別紙－1）を安全行動の基本として実践することで事故や 災害をゼロにします。 

   (2) 常に作業を行う上で考えられる危険を想定し、安全に作業を行います。 

   (3) 危険要因を掘り起こし（リスクの抽出）、積極的に改善案を提案します。 

   (4) 危険要因箇所は、事故災害の未然・再発防止のために協働し改善します。 

規範－４

知識の習得と災害事例活用

私たちは、安全に関する知識と技能の習得に努め、より安全な作業を実践します。

   (1) 教育・訓練・ＫＹＴ及び安全衛生諸活動に積極的に参加し、危険に対する気づきと感度の 向上を図ります。 

   (2) 事故災害事例を活用し自分ごととして職場の類似事故災害を未然に防止します。

規範－５

コミュニケーション

私たちは、健全で活発なコミュニケーションをとり安全・安心な職場づくりに努めます。

   (1) 健全な状態を保持するよう健康管理に努めます。 

   (2) 相手への思いやりをもって意見を伝え、相手の意見も謙虚に受け止めます。 

   (3) 率先して明るいあいさつ・声かけをします。

２．安全の取り組み ①安全の規範・方針
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レゾナックグループ 方針 レゾナック・セラミックス 方針 横浜工場方針

２．安全の取り組み ①安全の規範・方針
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２．安全活動 ② 安全活動の計画

安全行動目標（レゾナックグループ）

目標（達成したい状態） 課題 施策（活動内容） 進捗状況調査の指標（KPI)

相互啓発型安全文化の醸成
トップマネジメントによる安全へのフェルトリーダーシップの発揮 管理者自らが「安全最優先」を行動で示す

ー

・ビジネスユニット（BU）長

安全メッセージの発信、安全投資実施

・事業所長・関係会社社長

安全講話等の実施、安全投資優先順位付けと実行

・管理者

SCPの実施（SCP未実施事業場は安全巡視を実施）

安全活動への参画機会の創出
・安全宣言の展開・実施

ー
・安全行動規範読み合わせ

・事業場の課題に応じた施策の設定と実施

（2022年安全意識調査結果を考慮すること）

法令、規則等違反ゼロ
法令、規則等知識の習得 教育の実施

ー
有資格者の充足

順守義務の特定と順守 順守すべき法令・方針・基準の特定と順守
ー

（新規/変更、法改正への適切な対応）

労働災害ゼロ 不安全行動の防止
安全教育の実施 ①輸送協力企業に対する安全教育

①墜落・事故防止：輸送協力企業に対するトラック荷台関連の安全教育実施 （輸送協力企業数に対する実施率）

②トラブル処置時の災害防止 ②作業手順に基づく安全教育実施

トラブル発生時の対応手順及び事前安全確認の徹底 （実施回数）

作業前危険予知（KY）の実施 ー

危険予知訓練（KYT）の実施 KYTへの参加延べ人数（人数）

①事業所のリスクに応じた体感型安全教育の実施 ②SCP認定率（認定者数／対象者数）

②ＳＣＰ活動の推進

ヒヤリ・ハット（ニアミス）の抽出とフォローアップの実施 ケガしそうになった実体験報告数への対応率（対応数／報告数）。

※報告数と対応数のデータ進捗調査対象

不安全状態の改善 労災リスク評価に基づく許容できない労災リスクの低減対策の実施 低減したリスクランク件数

作業手順書の整備

ー・作業手順書がない作業の手順書の作成。

・作業手順書の記載不備の見直し。（指差し呼称ポイントの追記、禁止事項・順守事項・着用すべき保護具等の明記）

作業環境の改善 作業環境改善対策の実施（作業環境測定結果にもとづき管理区分の改善が必要な場合） 作業環境測定にもとづく管理区分の改善数

（特化物、有機溶剤、粉じん）

・作業環境管理区分Ⅲ撲滅

・作業環境管理区分Ⅱの改善

（騒音）

・作業環境管理区分Ⅲ撲滅

・作業環境管理区分Ⅱの改善

安全基準の整備 作業（作業と化学物質取扱い）のリスクアセスメント手法の統一 「リスクアセスメント要領（労働安全衛生編)（化学物質編）」での評価への移行

設備事故ゼロ
設備事故予防と緩和措置 ・過去の事故からの教訓や展開視点を参考にして管理状況の確認

ー・火災リスク低減 ・火災・漏洩などの事故リスクの高い設備、作業の抽出

・漏洩事故防止 ・異常発生時の環境安全保安等管理部門、外部関係者(監督官庁等)への通報連絡手順の整備と訓練の実施

設備事故リスク低減 ・設備リスク評価に基づく設備事故リスクの低減対策の実施 低減したリスクランク件数

（※リスクランクの許容の度合いは事業場ルールに従う）

・「リスクアセスメント要領（プロセス編）」の周知と理解（国内先行展開）

環境事故ゼロ
環境事故予防と緩和措置 ・非定常時(工事・停電・豪雨・異常時等)の敷地外への漏洩リスク管理

ー
・漏洩等発生を想定した事業場外への影響確認の準備

・異常発生時の環境安全保安等管理部門、外部関係者(監督官庁・近隣等)への通報連絡手順の整備と訓練の実施

・環境管理チェックリストの周知と理解

環境リスクの低減 ・環境リスク評価に基づく環境事故リスクの低減対策の実施 低減したリスクランク件数

（※リスクランクの許容の度合いは事業場ルールに従う）

・「リスクアセスメント要領（プロセス編）」の周知と理解（国内先行展開）

ReSHEM要求事項に沿った事業場の環境安全管理

システム構築

ReSHEM要求事項に基づいたマネジメントシステムの構築と運用 ReSHEM要求事項に基づいた事業場規程類の制定と実施 チェックリストによる適合(システムの構築)状況の確認

重点テーマ：

①リスクと機会の管理(第９条)・ハザードの同定とリスクの評価(第10条)

②変更管理(第17条)
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規程見直し及び

周知

横浜地区緊急連

絡網訓練
5/25緊急連絡訓練実施 3

横浜地区全体の防災訓練実施（実践的訓練）（共通）
計画

〇

実施/反省会

○
１０月に実施で計画

●

10/29
3

著しい

環境側面抽出案

著しい環境側面

取りまとめ〇⇒

環境管理委員会

で承認済

１月末に見直し依頼（２月に実行課題）

２月末までに、職場ごと環境影響評価を実施

ISO審査

●

4/2～5日

（対応済み）
●

内部監査計画

●

RCE３工場_内

部監査説明会

７月：内部監査重点項目検討・計画立案

８月：2024年横浜工場内部監査説明資料作成・

内部監査

●

内部監査

●

RCE３工場_マ

ネジメントレ

内部監査は、一部１２月に実施

12/6　３工場合同マネジメントレビュー実施
3

法定資格確認依

頼

工場内法定資格

選任状況確認見

職長教育案内〇

→５月で実施

●

5/29、30
Webで実施：２名受講（１名は協力企業）

エネ管●

電験●

特別教育については、労安協の案内に沿って適宜

受講

公害防止管理者

試験●
公害防止管理試験受検者無し 3

法令、規制等改正情報の周知展開（本社、社外からの情報等） ● ● ●
安全衛生委員会にて報告（水濁法）

安環ネット情報をメールにて情報配信

●

案件発生時

●

案件発生時

●

案件発生時

●

案件発生時

●

案件発生時

●

案件発生時

●

案件発生時

●

案件発生時

●

案件発生時
安環ネットの情報など周知 3

安全週間準備月間及び本週間行事の実施 計画作成●
安全週間準備月

間

・６月は準備月間行事を実施

（ビラ配り、各種教育、安全標語募集、危険体感

安全週間

●

年末年始無災害

運動

年末年始無災害運動：ポスター掲示による啓発実

施
3

3/28環境管理委員会で著し環境側面報告

セーフティーモーメント（セーフティートーク）の事業所展開（workplaceを活用

し発信）

●

1/9

●

2/5

●

3/4

●

4/1

●

5/20

●

６／３

●

7/1

●

8/19

●

9/5

●

10/8

●

11/5

●

12/2
3

全社保安防災週

間●
3

許容できない設備事故リスクの低減対策の実施
対象案件有無確

⇒ ●
・非常用用発電機更新

（第三工場MC消火栓ポンプ起動用）

●

低減対策実施
3

トラブル未然防止活動（横浜４件以上／月） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 3

● ●
2/21神奈川防火防災協会常任理事会

3/18,19自衛消防業務新規講習受講：１名
● ●

4/25令和6年度神奈川防火防災協会総会

5/22神奈川防火防災協会主催の消防訓練会
3

自衛消防訓練（横浜） 操法訓練

●

放水訓練

●

放水訓練

●

自衛消防組織訓

練

放水訓練

●

放水訓練

●

放水訓練

●
3

衛生管理体制の維持・向上

労働衛生週間準備月間及び本週間行事の実施
8/22

行事内容配信

衛生週間準備月

間

衛生週間準備月間行事

・３S活動、換気扇の点検、粉じん清掃

衛生週間

●
3

● 熱中症予防教育 3

粉じん・騒音・熱中症対策の充実 ●
WBGT計更新、周知

９月騒音について啓発実施
● 12月のSPCにて、検査の騒音作業を巡視 3

作業場３Ｓの実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 衛生週間準備月間行事として実施 ● ● ● 3

　 排水溝・雨水溝の適切な管理 （適宜） （適宜） （適宜） （適宜） 3

環境問題の抽出と対策（環境管理委員会）　　原則１回／月
●

1/23

●

2/27

●

３/２６

●

4/22

●

5/28

●

6/25

●

7/23

●

8/27

●

10/1

●

10/22

●

11/26

●

12/24
3

緑地の適正な管理運用（総務）
自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●

自主点検

●
緑地教育

⇐●

自主点検

●

1０月　工場立地法に関わり教育実施（緑地教

育）
3

化学物質管理

①化学物質管理委員会の開催
第１回　化学物

質管理委員会開

第２回　化学物

質管理員会開催

第３回　化学物

質管理員会開催

第４回　化学物

質管理員会開催

化学物質管理委員会　基本付議事項は別紙のとお

り
3

SDS最新版取

得・見直し
横浜は独自で実施 3

①化審法　一般化学物質製造数量報告（事業所・RCEに区分）
集計

●

集計

●

報告

○

届出　7/23

●
3

①Resonac化管部主催化学物質管理教育の受講

（化学物質管理者・化学物質管理委員ほか）
逐次対応 逐次対応● 化学物質果然管理委員に対し、化審法に関する教育を実施(資料&動画） 逐次対応 逐次対応 3

コンプライアンス強化月間
● １０月企業倫理月間での教育実施

個人ごと誓約書提出
3

定期クリーン活動への参加 ※毎月第3水曜朝/9月指定日
●

A職CLデー

●

A職CLデー

●

A職CLデー

●

A職CLデー

●

A職CLデー

●

A職CLデー

●

A職CLデー

●

マナー違反

●

A職CLデー

●

A職CLデー

●

A職CLデー
3

神奈川安全運転

管理者会総会
5/8労安協北支部定時総会・役員会

京浜臨海部活性

化協議会総会
● ８月石災法自衛防災組織技能コンテスト見学 3

一水会　原則偶数月第一水曜　（横浜）
●1/17

工業会

●2/19

テロ災害

●3/22

京浜
1/17 神奈川工業会賀詞交歓会 2/19 神奈川警察署テロ災害防止協議会 2/29 銃器薬物水際排除対策協議会部会 3/25 京浜臨海部活性化協議会事務局会

●4/19

工水

●5/8

労安協

●6/17

工業会
4/19 工業用水財政研究会 4/26 安全運転管理者会総会 5/8 労安協北支部定時総会・役員会 5/29 京浜臨海部活性化協議会事務局会 6/17 神奈川工業会総会 6/28 銃器薬物水際排除対策協議会総会

●7/25

京浜
● 7/25 京浜臨海部活性化協議会理事会総会 ８月石災法自衛防災組織技能ｺﾝﾃｽﾄ見学

●10/17

区防災
10/17 神奈川区臨海部防災協議会 3

（１）横浜健康経営認証に根ざした活動

　　②-1　ウォーキングイベント（歩け歩け）
●3/9　　　歩

歩（春）     54
ウォーキングイベント欄を3つに分類した

●11/30

歩歩（秋）

←○

歩歩（秋）
3

　　②-1　ウォーキングイベント（帰宅ウォーキング）
○（仮）→　　　

帰宅WC

●/5/30　19

名参加　　　浦

○（仮）　　　

帰宅WC
×　→→

●11/6　10名

参加　　宝町・
3

　　②-2　運動情報の発信
動画配信●1/5

下半身の筋力

動画配信●3/5

首の可動性

動画配信〇　　　

　肩の可動性

動画配信〇　　　

上体の筋力

動画配信〇　　　

股関節の可動性

動画配信〇　　　

上半身と下半身
3

　　②-3　エクササイズ
○→（仮）

ヨガ

●3/14

ﾎﾜｲﾄﾃﾞｰ　ﾖｶﾞ　　

○（仮）

ヨガ

○（仮）

ヨガ
塩尻主催ヨガの予定は無く変更

○（仮）

ヨガ
3

①OASIS活動の継続 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 3

②AHA!（Awards of Harmony）
○→

ｴﾝﾄﾘｰ

→●

エントリー

●

一次選考会
検査Ｔ選出

●

二次選考会
3

③事業所表彰
○4/22

表彰式
→→→ →→→

→●

7/1
期ずれ開催 2

○

計画見直し

→●

キャリアプラン

中間

ｺﾐｶｯｼｮﾝ
3

人財育成課題の検討、立案、実行。自己啓発支援申請審査 （－） （－） ● MBOフォロー（３月） （－） （－） ● 事業所表彰審査（６月） （－） （－） ● AHA1次選考（９月） （－） （－） ● アセスメント 3

（１）新規程体系に基づく品質情報・文書の管理体制強化

②RCE３工場による品質規程の統合活動 計画 依頼 ● 営業管理規程 決裁用アプリの準備が完了 3

①出荷基準（社内基準）の最適化 発生毎
発生毎

●

発生毎

●
実績5件 発生毎 発生毎 発生毎 実績7件 発生毎 発生毎 発生毎 発生毎 発生毎 発生毎 3

③品質傾向管理情報の発信（1回/週） ● ● ●
2月　品質特性4項目追加

3月　品質特性4項目追加
3

④solidSでの傾向管理への移行 検討開始 日立HS21によるシステム設定は7～8月 テスト運用開始 本運用 3

*人体に及ぼす作用／5年毎(2024～）定期確認・変更都度更新

*内容更新確認／３年毎（2024～）

地域活動の充実

地域外部団体及び加入団体会議への参加、行政との連携

能力開発計画作成と実行／振り返りによる、個々人のスキルアップと、所属長／会社による支援

防火管理体制の維持・向上

衛生教育の実施

環境負荷・環境リスクの低減（環境活動の優先順位付け）

環境調査

安全意識の向上

外部視点の活用によるリスク抽出と改善機会の創出

保安管理体制維持・向上

クライシス対応

ISOマネジメントシステムの活用による継続的改善の推進

法定資格取得状況の確認と選任状況確認、各職場年間教育計画作成

横浜工場RC行動計画

項目 1月 ２月 ３月 実績コメント 4月 5月 ６月 実績コメント ７月 ８月 ９月 実績コメント 10月 11月 12月 実績コメント 達成度

R
C

安
全

防
災

衛
生

環
境

化
学
物
質

健
康
管
理

人
材
育
成

C
S
R

品
質

２０２４年度 ＲＣ行動計画
行　動　計　画

２．安全活動 ② 安全活動の計画
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1. 企業の紹介

2. 安全の取り組み

①安全の規範・方針

②安全活動計画

3.安全活動

①安全意識の取り組み

②ルール順守の取り組み

③作業での安全確保の取り組み

④知識の習得と災害事例活用の取り組み

⑤コミュニケーションの取り組み

２．安全の取り組み
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３．安全活動

安全行動規範
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３．安全活動

規範－１

安全意識

私たちは、安全を最優先で行動します。

⚫ 体感型教育への参加

⚫ ヒヤリハット報告の活用

規範－２

ルール遵守

私たちは、事故災害を未然に防止するために関係法令、ルールを遵守します。

⚫ 化学物資の管理

⚫ 守るべきルールの周知

規範－３

作業での安全確保

私たちは、業務ごとに定められた手順に従い、安全な作業を実施します。

⚫ リスク低減対策 事例１

⚫ リスク低減対策 事例２

規範－４

知識の習得と災害事例活用

私たちは、安全に関する知識と技能の習得に努め、より安全な作業を実践します。

⚫ 危険予知トレーニング

⚫ 災害事例の活用

規範－５

コミュニケーション

私たちは、健全で活発なコミュニケーションをとり安全・安心な職場づくりに努めます。

⚫ 場内協力企業とのコミュニケーション

⚫ セイフティーコミュニケーションプログラム

近年の取り組み事例
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規範１安全意識

3．安全活動 ① 安全意識の取り組み

紹介事例

体感型教育への参加
⚫ 安全意識や危険感受性を養うための安

全活動

ヒヤリハット報告の活用
⚫ 危険個所の改善や危険の共有
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安全意識 体感型教育への参加

自前で作成した設備を使い、挟まれ・巻き込まれの危険体感

⚫ 開催日：2024年6月

⚫ 参加者：約50名

3．安全活動 ① 安全意識の取り組み
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安全意識 体感型教育への参加

神奈川消防署による指導で、水消火器を使用した訓練を実施

⚫ 開催日：2024年10月

⚫ 参加者：約30名

3．安全活動 ① 安全意識の取り組み
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安全意識 ヒヤリハット報告の活用

事例：転倒、躓きのヒヤリ提案に対して、路面の凸凹補修を実施して段差改善

before after

⚫ 従業員、協力企業：１件/月の提出

⚫ ヒヤリハット情報を工場全体で共有

3．安全活動 ① 安全意識の取り組み
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安全意識 ヒヤリハット報告の活用

3．安全活動 ① 安全意識の取り組み

相互注意活動への展開 重大ヒヤリ事例の共有

相互注意活動での事例配信の例
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規範２ ルール遵守

3．安全活動 ②ルール順守の取り組み

紹介事例

化学物資の管理
⚫ 法令に沿った対応

守るべきルールの周知
⚫ 安全教育
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ルール順守 化学物資の管理

3．安全活動 ②ルール順守の取り組み

薬品の取り扱い・管理の徹底
⚫ 着用保護具の徹底

使用する保護具を明確にするため、作業場所ごとの着用保護具を表示

⚫ 薬品の取扱い管理の徹底

Formsを使い、薬品を使用した際に、取扱い場所でQRを読み込み申請を行う仕組みで運用

➢ 使用時に、作業者本人が申告ができるので、申告忘れ防止

➢ 取扱い情報をクラウドで保管すため、管理者の把握と記録の保存が簡便
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ルール順守 守るべきルールの周知

ニーズに合わせた安全教育 （腰痛予防教育）

⚫ 実施日：202３年６月

3．安全活動 ②ルール順守の取り組み
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規範３作業での安全確保

3．安全活動 ③作業での安全確保の取り組み

紹介事例

リスク低減対策 事例１、２
⚫ 災害の発生させないため、危険要因を

掘り起こし、リスク低減のための改善を

実施
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作業での安全確保 リスク低減対策 事例１

⚫ 挟まれ・巻き込まれの可能性がある箇所の抽出

⇒ 工場長に現地で説明

⇒ リスクアセスメントの実施

３８件のリスク抽出。内３１件のポンプ類への巻き込まれは安全対策費で一括対応

before                                       after

3．安全活動 ③作業での安全確保の取り組み



25©Resonac Corporation All Rights Reserved.

作業での安全確保 リスク低減対策 事例２

切れ・こすれ災害の防止のため、カッターの使用を改善
②管理者に
よる作業内
容の確認

③リスクの評
価

⑤カッターの種類、
作業方法の改善の

検討

横浜生産管理チーム 用紙切断作業
A4用紙をメモ用紙にする

際半分に切断する
〇 4/4 可 裁断機＆ハサミを使用 2023年9月予定

環境安全 梱包材解放作業
封筒開けるときにカッター

を使用している
○ 4/4 可 ハサミを使用する 2023年8月

環境安全 梱包材解放作業
郵送物の段ボールを開け

るときに使用している
○ 4/4 可

長谷川刃物の「段ボール
のこ　ダンちゃん」を使用

する。
2023年8月

検査・分析U 掲示用ボードカット作業
青色掲示用ボードを切断
する際、カッターを用いて

作業する
○ 4/4 不可 - -

カッター以外では対応が
困難

切創防止保護具及び
切創防止治具購入する

検査・分析U サンプル開封作業
緩衝材で保護されている
サンプルをカッターを用い

て開封する
○ 3/4 不可 - -

カッター以外では対応が
困難

切創防止保護具購入する

製造課製造係
日勤

ゴムシート切断作業
配管洩れ修理時、バンド
巻き作業で使用するゴム

シートを切断する
〇 4/4 可 ハサミを使用する 10月中

〃 段ボール切断作業
ゴミ捨て時、ダンボールを

纏める為に
カッターを使用している

〇 4/4 可
段ボールカッターを使用

する
10月中

〃 ろ布交換作業
古い濾布を外す際にカッ

ターを使用する
〇 4/4 不可

カッター以外で作業に適
した道具がない為

マニュアルあり⇒改訂
（安全SSでカッター災害についてと

使用前点検を追記）

〃 薬剤補給作業
薬剤補給作業時、容器開

封の為
カッターを使用している

〇 4/4 可
段ボールカッターを使用

する
（段ボールカッターを代用

してみる）

10月中

〃 ロープ・ホース切断作業
ロープ・ホースを切断する
際に、カッターを使用して

いる
〇 4/4 可 ハサミを使用及び鋸使用 10月中

総務Ｇ 段ボール類梱包
段ボール、雑誌類を紐で
梱包時、カッターを使用

〇 3/4 可 ハサミを使用する 2023/9/19

総務Ｇ インデックス作成
ペーパーファイルへ挟む

インデックスを作成
〇 4/4 可 鋏の使用 2023/9/20

総務Ｇ
ホワイトボード用マグネッ

トシート作成

ホワイトボード用の名前・
会議室のマグネットシート

作成
〇 4/4 可 鋏の使用 2023/9/20

設計・保全T 封筒開封作業
封筒をカッターを用いて

開封する。
〇 4/4 可

カッターを廃止し、ハサミ
を使用する

2023/8/1

設計・保全T 場内作業指示票作成 4分割にする - 4/4 不可
時間がかかる

切り口が曲がる
紙での申請、運用を見直し変更頂く

（4分割しないで提出）

設計・保全T 銅管、ケーブル端末処理
被覆銅管の被覆むき
ケーブル被覆むき

- 4/4 不可 ハサミでは切れない 切創手袋の着用

八楠 封筒開封作業 封筒等の開封 ○ 3/4 可
カッターを廃止、ハサミを

使用する
2023年10月1日

八楠 宅配、郵便物の開梱作業 宅配、郵便物の開梱 ○ 3/4 可
カッターを廃止、ハサミを

使用する
2023年10月1日

八楠 アルミナボール選別作業
新品アルミナボール投入

準備（包材解体）
○ 4/4 可

カッターを廃止、ハサミ又
はニッパーを使用する

2023年10月1日

八楠 アルミナボール選別作業
ボール投入作業、篩上袋
の下部紐払い出し、解体
時（紐が解けない場合）

○ 4/4 可
カッターを廃止、ハサミ又
はニッパーを使用する

2023年10月1日

八楠 アルミナボール選別作業
集塵ホース等のトラブル
発生時（切り詰め、取り外

し時の固着対応等）
○ 3/4 不可 - -

カッター以外での対応が
困難

耐切創手袋を使用する

八楠 アルミナボール選別作業
ヤグラ、バックマンのパッ
キンゴム等、トラブル発生

時
○ 4/4 可

カッターを廃止、ハサミを
使用する

2023年10月1日

八楠 粉処理作業
集塵ホース等のトラブル
発生時（切り詰め、取り外

し時の固着対応等）
○ 4/4 不可 - -

カッター以外での対応が
困難

耐切創手袋を使用する

八楠 粉処理作業
ヤグラ、バックマンのパッ
キンゴム等、トラブル発生

時
○ 4/4 可

カッターを廃止、ハサミを
使用する

2023年10月1日

八楠 バックマン保守管理作業
濾布準備・交換（包材解

体等）
○ 4/4 可

カッターを廃止、ハサミを
使用する

2023年10月1日

八楠 バックマン保守管理作業
ヤグラ、バックマン等の

パッキンゴム等、
経年劣化交換時

○ 4/4 可
カッターを廃止、ハサミを

使用する
2023年10月1日

①カッター取り扱い作業の棚卸 ④カッター使用廃止の検討

職場名 作業名 作業内容
実施の場合
○を記入

リスクレベルを記
入

カッター取り扱い
の廃止の可／不

可

左記（G列）、可の
場合の対応策

左記（G列）、可の
場合の

実施計画日

左記（G列）、不可
の場合の理由

改善内容

抽出件数 ：１０７作業

変更可能作業： ５８件

変更が出来ない作業は、耐切創手袋の使用などで、

切れ・こすれ災害を予防

3．安全活動 ③作業での安全確保の取り組み
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規範４知識の習得と災害事例活用

3．安全活動 ④知識の習得と災害事例活用の取り組み

紹介事例

危険予知トレーニング
⚫ 危険に対する気づきと感度を高めるためる

災害事例の活用
⚫ 類似災害の防止及び安全対策の再確認
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知識の習得と災害事例活用 危険予知トレーニング

KY４ラウンド法で、職場ごとの危険予知トレーニングを実施

⚫ 2024年 4回

⚫ テーマ

２月：脚立での作業

５月：薬品の取り扱い

８月：換気扇の点検

１１月：ロッカーの移動

KYT レポート 
所属長 責任者 

   

職場名（課・グループ・職場・企業） ：  機械グループ                          

責任者               ：                        

選定した題材            ： 脚立での作業                     

第 1 ラウンド《どんな危険が潜んでいるか》潜在危険を発見・予知し、危険要因をその要因によってひきおこされ

る現象を想定する。 

第 2 ラウンド《これが危険のポイントだ》発見した危険のうち重要危険に○印。 

さらに絞り込んで、特に重要と思われる危険のポイントに◎印。 

○◎ № 危険要因と現象（事故の型）を想定して〔～なので～になる〕というように書く 

 ○ 1 ゴーグル・安全眼鏡未着用なので、漏洩した時に被液する。 

 ◎ 2 脚立使用して不安定な状態で作業を実施しているので、バランスを崩し転倒する。 

 3 顔の目の前で工具を使用しているので、工具が外れる又は空振りした際、工具が顔にぶつかる  

 4 片側工具使用しているので、スパナが外れたら後方に転倒する。 

 ○ 5 脚立では不安定なので、転倒する 

 6 液抜き・脱圧が出来ているか不明なので、漏洩時被液する。（作業内容伝達不良時） 

 7 

第 3 ラウンド《あなたならどうする》危険のポイント◎印を解決するための具体策で即実行可能な対策を考える。 

第 4 ラウンド《私たちはこうする》重点実施項目を絞り込み※印。さらにそれを実践するためのチーム行動目標を

設定する。 

◎印の№ ※印 №具体策 

２ ※1 適切な作業床（足場等）を設置して、作業を行う。 ブレーンストーミング

の 4 原則 

 

1.批判禁止 

2.自由奔放 

3.大量生産 

4.便乗効果 

2 脚立使用時は、必ず２人（１人は脚立支持者）で作業を行う 

3 安全帯を着用・使用し作業を行う。 

4 脚立が低いので、高さに見合った脚立を使用する。 

５  

チーム行動目標 

〔～を～して～しよう〕 作業内容を確認し、作業に見合った仮設物（足場又は立馬）と工具を選定して 

安全作業を実施しよう。 

〔確認〕 

ワンポイント指差呼称

項目 作業体勢は良いか。ヨシ！ 

 

危険予知トレーニングをしてみましょう！！ 
 

ＫＹシートを活用し、それぞれ職場・個人でどんな危険点が潜んでいるか、自

分ならどうするか等、話し合ってください。  

 

 

【 ＫＹＴシート 『脚立での作業』 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進めかた  

 

① 危ないと思う箇所に印をつけてみましょう  

② どの様な危険が潜んでいるか考えてみましょう  

＊何がどう成るから、どの様な災害が（事故・怪我）起こるのか？  

③ どうすれば事故に遭わないが考えてみましょう  

あなたは、脚立に上がって配管のフランジ部の増し締めをしています。  

この時、どんな危険点が潜んで居るでしょう？  

本イラストはイメージです

3．安全活動 ④知識の習得と災害事例活用の取り組み
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知識の習得と災害事例活用 災害事例の活用

安全カレンダーの発行

レゾナック・セラミックス横浜工場

 発生日時

《5W1H、箇条書きで》

①被災者は1時00分AWICA-902警報多発の為、現場に確認に行く。

②被災者は警報が入るのは、検出タンクに液がない為と判断し、

　検出タンクの真上にあるAドレン補給バルブの開度を調整した。

③1時30分被災者は再度現地確認の為、AWICA-902検出箇所に行く。

　その際、検出タンクよりAドレンがオーバーしている為、先ほど開けた

　Aドレン補給バルブを絞ろうとしたところ、検出タンクからオーバーして

　いたAドレンが左手のゴム手と作業着の間にかかり受傷する。

　（左手首　6ｃｍ×5ｃｍ程度の範囲で水ほう状態。他にも水ほう有り。）

④受傷後、被災者はすぐに上司に報告する。

　受傷箇所を流水にて１時間程度冷却後、救急車にて病院に行く。

　<簡単明瞭に>

１）Aドレン；ボイラー発生蒸気が熱交換器で凝縮したもので、

  ・ AWICA-902警報誤指示 　加熱に用いた後、ボイラーに戻す。

　（但し、ここの場合は、ドレン槽に送る。）

　通常時50℃、受傷時は70℃～80℃程度と思われる。

用語の解説欄

→検出端部異物有り

 負傷者所属・年齢　歳 第一製造課　４Ｒ班　　　 ２１歳　（男性）  被災内容 左手背第２度熱傷

 災害発生状況  被災状況図

１月度　安全カレンダー

従業員 微傷災害

20１2年　2月　6日　　1時　30分頃  発生場所 AWICA-902（導電率計）　検出タンク下部。

上部開放
検出タンク

シャワーなどで水をかけ続けます。

衣服を着ている部分にやけどを負った場合は、 流水がかけられない部分は、氷水で冷やしたタオルを当てます。

水ぶくれができるのは、2度熱傷の場合です。

水ぶくれが破けてしまった場合は、病院での診察を受けます。

やけどが深い場合は、すぐに冷やして、医療機関（形成外科や皮膚科）
を受診し、処置してもらいましょう。

※ 氷や氷のうを直接患部にあてると、皮膚が冷えすぎて、凍傷を起こすこと
    があるので注意します。

最も深い3度熱傷は、水ぶくれができずに、皮膚が白くなったり、黒く焦げ
たりしていて、痛みも感じなくなっています。

※ 全身を冷たい水で冷やすと、低温症になる場合があるので、体温が下がり
    すぎないよう様子を見ながら行います。

手術が必要な場合もあるので、痛みがなかったり、軽傷に見えても病院を受
診することをおすすめします。

放っておくと感染（ばい菌が入る）恐れがあり、治りに
くくなります。

● やけどの痛みに対しても効果があります。

衣服を着たまま流水で冷やします。
目や耳 保冷剤や氷を包んだ冷たいタオルをこまめに替えて冷やします。

無理に衣服を脱ごうとすると、やけど部分の皮膚も一緒にはがれてしまう可
能性があります。

全身または
広範囲

水をためた浴槽の中につけたり水に浸したタオルなどで身体
を包むようにして冷まします。、

水ぶくれができた場合の処置

冷やすとどんな効果が？

水ぶくれは、やけどの傷口を保護する役割が
あるので破れないように気をつけます。

● やけどの深さが進行するのを止めることができます。

● やけど跡が残りにくくなります。

やけどをしたら、冷たい水ですぐに冷やします。
顔や頭

やけどの応急処置 やけどの部位別冷やし方

速やかに冷やすこと。 手足 水道水を出しっぱなしにして冷やします。

従業員

 発生日時

　　　　《5W1H、箇条書きで》

　　(災害報告書を元に状況を再現した写真)

　①被災者は、アルミナＣＣＲ（現第一製造課中央管理室）に

　戻るため、公道の歩道を渡って第一警備所前に来た。

　②第一警備所前の通路（歩行者用）で滑って転倒した。

      ・被災者は走っていた。

　  　・通路の路面は雨で濡れていた。

原　　　　　因 対　　　　　策

①場内を走った。（Ａ－１１－２場内交通規程ルール違反） 　①場内は走らないことを徹底

       「 ２．１　歩行者（５）緊急の時以外は走らない 」

②雨で路面が濡れて滑り易いことを意識しないで行動した。　②慌てないで行動することを徹底

③ＫＹ不足 　③ＫＹの徹底

＜　この災害から得られた情報　＞

第一警備所前歩行者通路

右肘関節部打撲傷、右腹部打撲傷

　補足
　　 以下の図は、神奈川労働局が発行しているリーフレットからの抜粋です。
　　 神奈川労働局管内では、転倒による労働災害がもっと多く、注意が必要な労働災害の
　　 一つです。

１２月度安全カレンダー

 負傷者所属・年齢　歳

 災害発生状況

１９７２（Ｓ４７）年１２月１２日（火） １７時１５分

不休災害

 発生場所

 被災内容

 被災状況図

アルミナ（現第一製造）課　　　　２１歳　

従業員

 発生日時

 被災状況図

《5W1H、箇条書きで》

① ６月６日に他の洗浄シックナーの上液ポン

    プに回転不良のポンプが発見された。

② ６月７日、被災者は、停止中のポンプを

    起動させるために、スイッチ盤で

    ３ＴhＯＰ－９１のポンプが稼動している

　 ことを確認した。

③ 被災者は、ポンプ起動の前にＶベルトを

    手廻しして回転に問題ないか確認するた

    めに、ポンプの傍に来た。

④　被災者は、ポンプの傍に来た段階で運転

　　 中のポンプ（３ＴhＯＰ－９１）を停止中の

     ポンプ（３ＴhＯＰ－９２）と勘違いして、

    運転中のポンプ（３ＴhＯＰ－９１）のＶベ

    ルトに触れた為、右手を捲き込まれて

    受傷した。

備考

　　被災者は、この作業の前に実施し パトロー

     ル時には、３ＴhＯＰ－９１が停止していた

     ことを思い出して、その判断に至ったもの

     と思われる。

    被災当時は、ベルトの安全カバーに裏カバーを付けることは現在ほど徹底されていなかった。 

＜直接原因＞ 動いていVベルトを手でつかんだ

＜関節原因＞ 心理上の欠落

＜基礎原因＞ 確認と安全意識の欠如

６月度　安全カレンダー

休業災害

横浜工場

1981（Ｓ56）年6月7日（日） 16時40分

発生原因

防止対策・水平展開

　・　ベルトカバーを付けた状態でのベルト手廻しを禁止した　（作業標準の改定）
　・　ベルトカバーに機番の記入及び運転中であることが分かる標識を設置する

補足

 発生場所 ３工程９号洗浄シックナー下

 負傷者所属・年齢　歳 第１製造課・４２歳  被災内容 右手第２第３指関節部位切断

 災害発生状況

３ＴhＯＰ－９２この裏側が

スイッチ盤
３ＴhＯＰ－９１

このカバーの裏側

から手を入れた

＜配信案内＞

６月の安全カレンダーを配信します。
今月の安全カレンダーは、１９８１年に発生した、
ポンプのVベルトに手を巻き込まれ、指を切断された災害です。

この災害の発生原因のひとつに、思い込みによる確認不足があげられます。
指差呼称による安全確認を心掛けてみてください。
また、安全行動１０則「動いている機械や設備などには手を出しません」を
徹底してください。

3．安全活動 ④知識の習得と災害事例活用の取り組み
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規範５コミュニケーション

紹介事例

場内協力企業とのコミュニケーション

セイフティーコミュニケーションプログラム

（SCP）
⚫ 健全で活発なコミュニケーションにより、机

上では見えない危険源を抽出して、安全

な職場への改善を図る

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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コミュニケーション 場内協力企業とのコミュニケーション

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み

安全対話により相互コミュニケーションの実施

⚫ 協力企業安全大会の開催

⚫ 協力企業代表者会議（毎月）

⚫ 安全衛生診断（２回/年）

⚫ 所管部門での連絡会

⚫ 新規入構者への安全教育

協力企業安全大会（2025年1月7日）
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コミュニケーション セイフティーコミュニケーションプログラム

事業所安全巡視をパトロール時にコミュニケーションを重視した巡視スタイルに改革

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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コミュニケーション セイフティーコミュニケーションプログラム

事業所安全巡視をパトロール時にコミュニケーションを重視した巡視スタイルに改革

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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コミュニケーション セイフティーコミュニケーションプログラム

事業所安全巡視：グッドポイントなども記載し結果を事業場安全衛生委員会で共有

説明・コメント （写真など）

GoodPoint👍

非定常作業シートの運用がさていました。

3か月に一度の作業なのでマニュアル化をあえてせず非定常作業シートで事前共有して作業し

ている。

今後も継続します。

GoodPoint👍

危険予知を行い作業がされています。

バンを開ける際の作業者の作業位置（内部のものが落ちてきても巻き込まれないようにドア

に隠れつつ慎重に開けている）

今後も継続します。

GoodPoint👍

ロープの切断に専用の治具が用いられていました。過去災害の水平展開が徹底されています。

今後も継続します。

袋のバラ積み貨物のデバンであり人手で対応するしかない作業となっている。

バラ積み袋で上の方に積んであるものが落ちてきて作業員にあたるリスクがある。

（作業を見る限りでは非常に配慮していたが）

１バッグは10袋なので約20kg、上の方から受けたり、下の方を持ち上げたりの腰痛リスクが

ある

 荷のひとつひとつがなかなか重いので腰への負担がかかりそう。

➡ 腰部への負担が軽減されるようなサポート器具など検討してみてはいかがでしょうか。

納入条件の変更ができないか確認中

横浜工場内でのデバン作業をやめた

場合の影響(コスト、条件等)により実

施可否を判断する予定

内容
職場コメント

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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コミュニケーション セイフティーコミュニケーションプログラム

2024年の実施結果

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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コミュニケーション セイフティーコミュニケーションプログラム

改善事例 １（階段の清掃作業）

【パトロールでの気づき】

⚫ 掃除機用の電源コンセント位置を検討しは

どうか。

⚫ 業務用の掃除機を使用していましたが、階

段で作業を行うのにリスクを感じました。

⚫ 別の掃除機を検討できないでしょうか。

＊コードレス掃除機は、小石があり作業に

適していないとのことでした。

⚫ 普段はモップ掛けだけに変更してはどうか。

（掃除機での掃除の回数を減らすだけでも、

リスクをさげられるかと思います）

before                                       after

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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コミュニケーション セイフティーコミュニケーションプログラム

改善事例 ２（納品フレコンバックのデバンニング作業）

【パトロールでの気づき】

⚫ 袋のバラ積み貨物のデバンであり人手で対

応するしかない作業となっている。

⚫ バラ積み袋で上の方に積んであるものが落ち

てきて作業員にあたるリスクがある。

⚫ １バッグは10袋なので約20kg、上の方から

受けたり、下の方を持ち上げたりの腰痛リスク

がある

⚫ 荷のひとつひとつがなかなか重いので腰への

負担がかかりそう。

＊ 腰部への負担が軽減されるようなサポート

        器具など検討してみてはいかがでしょうか。

before                                       after

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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コミュニケーション セイフティーコミュニケーションプログラム

改善事例 ３（非常用発電機の点検）

【パトロールでの気づき】

⚫ 稼働時の音が大きいの、耳栓が必要ではな

いか。

⚫ 音が大きいので、点検で起動する際は周囲

の職場に事前連絡をした方が良い。

⚫ 発電機の頭上に照明が無いが、夜間は暗く

ないか。
before                               after

3．安全活動 ⑤コミュニケーションの取り組み
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